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から得 られた責重な結論ははなはだ興味深いもので

ある｡すなわち結果のとりまとめにあたり,著者は

調査地をもち稲単作地 (低収位田)と二毛作地 (高

収位田)に分け,各収量構成要素と収量との相関を

分析 したところ,前者の地帯では単位面積あたり穂

数の増加が,後者の地帯では株あたり穂数の増加が

まず収量増と結びつ くことを見出した｡

終章では収量増加の可能性と方策について述べ,

東南アジア地域における水稲栽培の改良方向を示 し

ている｡ とくに調査対象となった北部タイについて

は,その具体的方策が極めて明快に整理されており,

ある程度局地的ではあるが精細に行なわれた著者の

北部タイでの研究の成果を物語っている｡巻末には

北部タイ各地区の面積,人口,耕地面積,もち米生

産量などの資料があり,また同地域における主要な

病虫害のリス ト,英語 ･タイ語の稲作用語の対比が

付されている｡

以上にみられるように,著者が序章で述べたごと

く研究を北部タイに限って集中的にもち稲栽培研究

に取 り組んだ方法はみごとに成功を収めたといえよ

う｡また,現地調査に並行 しておこなわれたポット

試験から詳細な生育特性が明らかにされたこと,敬

気象データーが集められたことなどは今後類似の地

域を研究する者にとってはなはだ有益な参考資料と

なるであろう｡また大きくみれば,収量およびその

構成要素を大たんに栽培時期別,立地条件別に検討

を加え,今後の栽培技術確立の方向-と結びつけた

方法論は,現在のごとくいささか細分化しすぎたき

らいのある作物学の研究に携わる者にとって力づけ

となる｡ただ土壌条件についての記載がやや平板の

ようにおもわれるが,これはさらに出版される土壌

学の専門家による研究結果にまつということであろ

う｡また水稲の生育にともなう栄養生理学的な考察

がさらに加えられてあれば,ここにみられた結論の

多 くがさらに普遍性を増 したであろう｡なお,表題

は ≠もち稲栽培〃となっているが, 内容の多 くは水

稲栽培一般に深 く開通しており, 当ヒ部タイにおけ

る水稲栽培かとされてあっても少 しも不自然ではな

いと思われる｡ (高村泰雄)
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束南アジア研究センターの第 1期 5カ年計画に基

づ く現地調査の報告書として,社会科学系の第 1冊

めが発行された｡天理大学外国語学部の前田清茂氏

による上掲のタイ トルの書物である｡

序文にも触れられているが,前田氏の調査は,セ

ンタ-のマレーシア ･インドネシア調査計画の一部

として行なわれた｡この計画による社会人類学的調

査は,故棚瀬襲爾博士をリーダーとして,ケダー州

の-農村にスポットをあてて,1964年から65年にか

けて進められた｡マラヤの穀倉といわれるこのあた

りの稲作農村は,水路沿いに広がるマレー人農家か

ら成るが,AlorJanggusは,このようなマレー人

の村の一端に住みついた,商業および精米業を中心

とする中国人の-集落である｡調査の本来の目的は,

マレー人村落の社会構造を明らかにすることであっ

たが,調査が進むにつれて,マレー人農民と密接な

経済的関係をもつ中国人集落の調査を行なう必要が

痛感されてきた｡前田氏はこのような役割を果たす

ために,第 2年次にあたる1965年 7月から8月にか

けて現地調査に参加 したのであるO前田氏の調査は,

前年度に棚瀬グループによってなされた中国人世帯

のセンサスを利用 しつつ,中国人に直接インタビュ

ーをすることによって行なわれた｡以下,本書の内

容を童を追って紹介する｡

第 1葦Ⅰntroductionにおいては,調査経過の説

明がなされているが,その内容はほぼ上述の通りで

ある｡

#2i HistoricalBackgroundofAlorJang-

gusにおいては, 主として, 中国の出身地, およ

び来村史が明らかにされる｡はじめて中国人がやっ

て来たのは約65年前であって,AlorJanggusはこ

の意味で比較的新 しい集落と言える｡その頃は付近

のマレー人村落の人口も少な く,ジャングルが多か

ったという｡現在では,中国人世帯の数は65にのぼ

り,人口男子253人, 女子228人,計481人を数える
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に至 っている｡ 朝対人の出身地をみると,福建省Jj

安渓,滴安,lH]安,福州の諸/UFrt･,および広東省の台

血 中Lll,湖洲,汀洲,海 南が数えられるが,広東

人は計10世帯で少数グループとなっている｡55世帯

の福建人のうち,35世帯は安渓兼用身で,さらにこ

のうち19世帯は仙都村という特定の村から来ている｡

第 3章の CommunityOrganizationでは, 中

国人集落の自治組織に関する簡単な記述が行なわれ

ている｡AlorJanggusは,行政的には,Padang

Lalang村というマレ-人村落に入るが,実際には

マレー人村長 (KutuaKampong)とは閑係をもた

ず, 自らの自治組織をもつ｡ しか し,これはフォー

マルな組織ではな く,小学校の理事長が,同時に中

国人集落のLiと話役 (封助人) としての役割を果たし,

重要な事項に関しては,他の二,三･甘打力者の意見

をきくのである｡

第 4童の EconomicStructure におい て は,

AlorJanggusc/j中国人の職業構成を示 した後,主

要な生業,すなわち精米業,雑貨店,金輔に闇する

説明がなされる｡これ らに従事する中国人は,付近

のマレー人住民を相手にして,単に精米をしたり,

物を売 ったりするだけでな く, ｢つ.'十｣ による売買

とその現物による精算などを通 して,かなり大きな

利fFr,rjを得ている｡中国人集落uj階層構造において,

上位をしめるのは,これ らの経営者の一部であって,

中位に入 るのは,主に他の自営の商店主である.商

店oJ雇い人,精米所の労働者,行商人などは下層に

属する｡ このように集落内の中国人の問には,かな

り大きな階層差が岸するO上層のもC/)が,土地を多

く持 っているかというと必ず しもそうではな く,初

期の来村者の申に大きな土地の所有者が見出される

ようである｡

須5二章 FamilyandMarriage においては,衣

族形態,婚姻年令,i相馬者の決定方法,妻の出身地,

liJljj人間の親戚関係などが記述されている｡ これ ら

の中で, コミュニティの構造に関連 して重要な指摘

と考えられるのは,この集落において上層に分Blriさ

れる6世帯のうち4-世帯が,安渓県仙都村出身の林

という姓をもつ親族集団に属することである｡彼 ら

を中心 として,AlorJanggusは,いわば f【小安渓｣

ともいうべき性質を有する｡

第6二章の ReligionandMainAnnualEvents

において且 福建人および広東人のまつる神々U)塞

が挙げられ,また年中行事に関する記述がなされる｡

第 7章 Educationでは,中国人の強い教育への

欲求から生 じた集落内の小学校の歴史と,その運営

および授業内容が述べ られている｡ AlorJanggus

の中国人初等教育は,1929年に15人の生徒を対象と

して私塾方式によって始められたが,有志の力によ

って,次第に正規の学校組織をもつようになる｡そ

して,この学校経営に参加する人々が同時に村の世

話人となっているのである｡授業は,北方標準語に

よって行なわれている｡

第 8童 TheChinesein AlorJanggusand

TheirNativePlacesでは,AlorJanggus在住

の中国人と郷里 との関係がえがかれる｡彼 らが祖国

とするのは,当然彼 らのLli身地であり′ 中国が中華

人民共和国となってからも,観光旅行の形をとって,

ときどき訪問がなされている｡彼 らは中田がよくな

ったことをひじょうに誇 りにしているが,なお,郷

里の生活よりも南洋でC/)生活に魅力を感 じているよ

うである｡

第 9童 の Conclusion では, 既に述べ て き た

AlorJanggusの中国人の生活の要約がなされ,彼

らU/i)マレーシア定住の傾向が強 くなっていると同時

に,マレー人 との同化がなお困難であることが指摘

されている｡

巻末には,付録として,AlorJanggus居住の中

国人世帯のセンサス結果が,33--ジにわたって-一

覧表となっている｡ これは専門的な研究者にとって

より詳細な分析のために有用であろう｡また,本文

中の地図と共に,AlorJanggusが再度調査される

ことがあれば,その価値を十分に発揮 し得ると思わ

れる｡

著者前出清茂氏は,革招t中国語を専攻 しており,

この調査はいわば余技として行なわれたものである｡

さらに,すでに述べたように,前もって集められた

資料を利用することができたとはいえ,調査期FEfjは

きわめて短かった｡従 って,専門的な観点からすれ

ば,記述 もれがあったり,分析が十分でなかったり

する点 もある｡ しか し,それにもかかわらず本吉は,

マラヤ北西部の中国人集落の調査報告 としては,そ

の稀少性のゆえに,きわめて高い価値をもつと思わ

れる｡ (坪内良博)
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